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日本版主観的幸福感尺度（Subjective Happiness Scale: SHS）の

信頼性と妥当性の検討
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目的 本研究の目的は，日本版主観的幸福感尺度（Subjective Happiness Scale: SHS）の信頼性と

妥当性を検討することであった。

方法 日本版 SHS は 4 項目からなる尺度であり，翻訳およびバックトランスレーションを行

い，原著者による概念の同一の確認を受け，日本語版項目の作成を完成した。大学生364人
（男性158人，女性206人）を対象に質問紙調査を実施した。調査内容は，日本版 SHS, posi-
tive health のうち生活充実感の 5 項目，GHQ28項目，自尊感情尺度10項目であった。再テ

スト信頼性は 5 週間隔で行った。

結果 日本版 SHS の a 信頼性係数は.80から.84であり，内的整合性が高いと考えられた。再テ

スト信頼性については，5 週間隔において相関係数が.86であり，日本版 SHS の再現性は高

いことが示された。因子分析の結果から，SHS は 1 因子構造であることが示された。SHS
の得点が高いことが，positive health の質問項目，自尊感情の得点の高さに関連しているこ

とが明らかにされた。また，SHS が高い人は健康であり，特に，うつと負の相関関係にあ

ることが示された。

結論 以上の結果から，日本版 SHS 尺度は，再テスト信頼性，収束的妥当性，弁別的妥当性と

もに高いことが示唆された。
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Ⅰ は じ め に

2000年に発表された，国民健康づくり運動であ

る健康日本21においては，こころの健康は，いき

いきと自分らしく生きるための重要な条件とされ

ている1)。これは，健康日本21の目標が positive

health であることに対応して，こころの健康が，

目標である全人的な well-being の重要な要素を考

えられていることによる。言い換えれば，こころ

の健康づくりは，人生の質あるいは生活の質であ

る QOL を増進する大きな力となることが期待さ

れているのである2)。

ところが，このような積極的な目標とは逆に，

こころの健康の領域では，自殺者の問題を取りあ

げて，その対策を促している。たしかに，1998年

から始まった自殺の近年の増加は大きな問題であ

る3)。2000年の人口動態調査によれば，わが国の

自殺死亡率は，比較的類似の経済的状態にある先

進 7 か国のなかではきわめて高い値を示してい

る。つまり，わが国のデータは，経済的に豊かで

あるにもかかわらず，日本人には自殺が多いこと

を示していると考えられる。

そして，これに対応するデータが，わが国にお

ける人生満足感・幸福感の低さである。Myers4)

は，人生満足感や幸福感が一般的に経済的豊かさ

にしたがって上昇することを各国のデータをあげ

て示しているが，そのなかで，経済的に豊かであ

るのに，飛びぬけて幸福と感じていないのが日本
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人なのである。また，疫学研究からは，幸福感が

低いことは自殺のリスク要因であることが示され

ており，幸福感が低い集団では，20年後の自殺の

ハザード比は約 3 倍になることが示されてい

る5)。これは，フィンランドにおける調査である

が，わが国の幸福感の低さと自殺の多さとの間に

も，強い関連があることが想定されるのである。

日本は，経済的に豊かなだけではなく，世界の

なかでもきわめて長寿の国であり，そして，その

背景には，健康的な食生活，危険の少ない安全な

社会や，整備された保険医療制度などがあると考

えられる。それにもかかわらず，日本人ではなぜ

幸福感が低いのかは，大きな謎とされている。

Seligman6)は，経済力のはるかに低い中国やイン

ドなどの国の幸福感が，日本よりも高いことは，

結局，幸福はお金では買えないことを意味してい

ると述べている。しかし，なぜそのようになるの

かは，現在までのところ，それほど明確になって

いるわけではない。幸福感あるいはウェル・ビー

イングの科学的研究が不足していることが指摘さ

れているが7)，とくに，わが国においては，幸福

感の研究が不足しており，これを進めることには，

21世紀の日本を基礎から支えるという，大きな社

会的意味があると考えられるのである。

これまでの幸福感に関する研究について整理し

てみると，一部には，主観的な，あるいは，心理

的な評価を避けようとする方向性があったように

思われる。たとえば，国民生活選好度調査では，

教育や勤労，余暇，収入，環境，家族などのさま

ざまな社会生活の60の重要度と充足度から，生活

満足指数を算定しようとしている8)。しかしなが

ら，幸福感を，そのような客観的環境の面からと

らえたのでは，わが国の幸福感が低いという事実

そのものを把握することが困難である。

つまり，幸福感は，基本的には主観的な過程で

あるので，客観的な条件から幸福感を推定する方

法を考案するのではなく，むしろ幸福感について

の心理社会的研究を盛んに行うことによって，そ

の基礎的事実を明らかにするべきだと考えられる

のである。本研究は，このような研究のためのひ

とつのツールを提供し，研究にあたっての選択肢

を増やすことによって，今後の研究を促進するこ

とを目指すものである。

このような主観的な状態を把握し，幸福感に関

わる要因を検討するために，欧米では，多くの主

観的幸福感，人生満足感や心理的ウェル・ビーイ

ング尺度が開発されてきた9)。ここでは，名称が

異なるこれらを広い意味での positive health を支

える主観的状態と考えることにしたいが，尺度と

しては，これらは大きく 3 種類に分類することが

できると考えられる。

第 1 は，概念として定義されている，単一の因

子と考えられる幸福感や人生満足感そのものをた

ずねるというもので，たとえば，SWLS (Satis-

faction with Life Scale）では，5 項目から単一の満

足感得点を求めている10)。第 2 は，主に，感情的

側面に注目し，人生への感情的評価の肯定的と否

定的のバランスから，幸福感を位置づけるもの

で11)，最近では，そのバランスと SWLS の関係

が，文化や性格によって異なるのかが検討されて

いる12)。

第 3 は，幸福感や人生満足感をさまざまな側面

からとらえようとするもので，項目数も多く，ま

た多因子を想定しているものである。たとえば，

Oxford Happiness Questionnaire は29項目であり，

8 因子から構成される13)。人生満足感（LSI–A）

は当初は20項目であったが，さまざまな集団につ

いての研究から 8 項目 3 因子という提案もされて

きている14)。最近の研究では，RyŠ's Scales of

Psychological Well-Being (SPWB), Memorial Uni-

versity of Newfoundland Scale of Happiness

(MUNSH）の因子構造や，SWLS との関連につ

いて検討し，多くの尺度では主張されている因子

構造が再現されず，尺度間の関連も予測どおりで

はないという報告がある15)。

わが国においては，これまで，幸福感や人生満

足感は，高齢者と青年という 2 つの集団を主要な

対象として研究されてきた。高齢者については，

successful aging に関連して研究が展開され，青年

では自己の発達過程と心理的幸福感の関連が，主

として検討されてきた。したがって，幸福感尺度

も，その目的に特化され，関連する要因をカヴ

ァーした多要因のものが多く用いられてきた。た

とえば，高齢者向きのものとしては Lawton16)の

PGC モラール尺度や，青年向きには，吉森・植

田・有倉17)による 4 要因のハッピネス尺度などが

あげられる。また，本来は，患者を想定した概念

であるが，多面的な WHO/QOL–2618)が用いら



847847第51巻 日本公衛誌 第10号平成16年10月15日

れることがある。

このように，わが国では，総じて多面的な尺度

を用いた研究が行われてきたということができる

が，多面的尺度の場合，幸福感という主観的経験

そのものと，それに関連し，幸福感を支える要因

とが混同されがちである点が問題になる。つま

り，多面的尺度が，研究の進展に寄与するのでは

なく，何で何を説明しようとしているのかが明確

でないまま，因子分析が行われることで，幸福感

の研究結果の明確さを失わせる結果になっている

可能性があるように思われるのである。

そこで，本研究では，主観的幸福感を，単一の

要因からなる比較的小数の項目で測定することの

できる尺度として開発することを目的とした。具

体的には，最近開発された Subjective Happiness

Scale19)の日本語版を作成することによって，さ

まざまな場面での比較的簡便な主観的幸福感の測

定を可能にすることを目的とした。

主観的幸福感は，機能的には，自分の人生への

認知的評価とその評価に基づく感情という両面を

もつものであるが，これらは幸福感の主観的経験

としては不可分のものと考えられる。SWLS な

どの 1 因子を前提とした幸福感尺度は，内容的に

認知的評価の部分が大きく，また，Fordyce emo-

tions questionnaire などの感情に注目した尺度で

は，感情的側面に偏っている。ここで日本版を作

成する SHS は，この両面を同時にカヴァーする

ことを目指したものである点が，従来の単因子尺

度とは異なる特徴である。

また，開発者の Lyubomirski らによって20)，

SHS は，どのような状況下にあっても幸福であ

り続ける人々がどのような特徴を持っているかと

いう一連の研究で用いられている21～23)。日本版

を作成することで，国際比較が可能な尺度とし

て，また，わが国でこれから社会的必要性の高

い，幸福な人の特徴を明らかするためにも，重要

な役割を果たすことが期待される。

Ⅱ 方 法

1. 日本版の翻訳と開発

本研究で，日本版を開発しようとしている

SHS は，4 項目からなる尺度であり，回答は 7 件

法で 1 点から 7 点として集計し，SHS 得点とし

ては 4 項目の平均値を用いるものである。これ

は，英語版がオリジナルであり，ロシア語版，ス

ペイン語版がある。

ここでは，はじめに，英語原版の翻訳の許可を

著者から得て，日本人の研究者の一人が日本語に

翻訳し，英語原文を読んでいない共同研究者が日

本語表現をチェックした。その後，作成した日本

語 SHS 項目案について，同じく英語原文をみて

いない別の共同研究者が英文に翻訳し直し，これ

を原著者がチェックするという手続きであった。

チェックした内容について，原著者からのコメ

ントに従って，日本語への翻訳担当者が日本語文

を改定し，それを再び英語原文を知らない共同研

究者が英文に翻訳し直した。この過程は，最終的

に，原著者が日本語から翻訳し直された英文が，

原文の英文の項目と全く同一であることを確認す

ることで終了し，日本版項目の完成とした。

最終的な項目文は，「全般的にみて，わたしは

自分のことを（ ）であると考えている（「非

常に不幸」から「非常に幸福」を選択）」，「わた

しは，自分と同年輩の人と比べて，自分を（ ）

であると考えている（「より不幸な人間」から

「より幸福な人間」を選択）」，「全般的にみて，非

常に幸福な人たちがいます。この人たちは，どん

な状況のなかでも，そこで最良のものをみつけ

て，人生を楽しむ人たちです。あなたは，どの程

度，そのような特徴をもっていますか？」，「全般

的にみて，非常に不幸な人たちがいます。この人

たちは，うつ状態にあるわけではないのに，はた

から考えるよりも，まったく幸せではないようで

す。あなたは，どの程度，そのような特徴をもっ

ていますか？（この 2 問は，まったくないからと

てもあるを選択）」であった。

2. 調査対象者

調査対象者は，大学生男女302人（男性136人，

女性166人）で，平均年齢と標準偏差は，男性

20.4±3.1歳，女性20.5±4.0歳で，性別による年

齢差はなかった（t(300)＝1.74, n.s.）。なお，再

テスト信頼性，自尊感情，現在の幸福感に関する

調査対象者は，上記とは別集団の計62人（男性22

人，女性40人）であった。これらの対象者集団の

平均年齢と標準偏差は，男性18.8±1.0歳，女性

18.8±2.0歳であり，性別による年齢差はみとめ

られなかった（t(60)＝0.98, n.s.）。
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表１ 全体，および，男女別の SHS 得点の平均

値，標準偏差と a 信頼性係数

集 団 人 数 平均値 標準偏差 a 係数

全 体 364 4.68 1.05 .82
男 性 158 4.55 1.05 .80
女 性 206 4.77 1.04 .84
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3. 調 査 方 法

調査用紙は，無記名自己記入式であり，大学の

心理学の授業において教員が研究の趣旨および個

人のプライバシーの保護や参加は自由であること

などの調査の倫理面へ配慮について説明し，内容

の理解と参加の同意を確認したうえで配布し，各

人が記入後に回収した。記入時間は，約30分であ

った。調査用紙の構成は，年齢性別などの基本属

性のほか，先の手順で完成した日本版 SHS，山

田・峰松・冷川24)のいきいき調査票 Ver. 2 の

positive health のうち生活充実感の 5 項目，心身

症状を測定するための GHQ28項目，山本・松

井・山成25)の自尊感情尺度10項目を用いた。再テ

スト信頼性のための調査は 5 週間隔で行った。

Ⅲ 結 果

1. 平均値と回答分布

日本版 SHS の平均値と標準偏差は，表 1 に示

したが，対象者全体では4.68±1.05（最小1.5，最

大7.0）で，男女別には，男性4.55±1.05，女性

4.77±1.04で，女性が男性よりも統計的に有意に

高い値を示した（t(362)＝2.04, P＜.05）。

2 年ごとの年齢層別の平均値では，20–21歳が

やや低い傾向にあったがそれほど変動は大きくな

く，分散分析の結果，年齢の主効果は有意ではな

かった。男女別に見た年齢層の平均値にも特定の

傾向にはなかった。

個別の設問についての回答分布の分析では，第

1 問から第 3 問までは，1 から 7 の選択のうち，5

が最頻値であった。また，逆転項目であった第 4

問は，5 にあたる 3 が最頻値となっていたが，2

から 5 までに回答が比較的分散しており，否定的

な表現の質問に対して回答分布が拡散する可能性

を示した。第 1 問から 4 問までの，それぞれの分

散は，順に1.20, 1.23, 1.30, 1.44であり，第 4 問が

高い値を示した。

2. 内的一貫性

表 1 にあるように，SHS の 4 項目の内的一貫

性をみると，対象者全体では，Cronbach の a 信

頼性係数は.82であった。男女別の分析では，男

性は.80，女性は.84であり，これらは尺度として

用いるために，十分に高いレベルにあると考えら

れた。

個別の項目についての検討では，逆転項目であ

る第 4 問を除くと a 信頼性係数がやや増大する

傾向を示した。これは，第 4 問は否定的な表現で

たずねたものであり，先に述べたように回答の分

布が比較的平坦になっていることを反映している

と考えられた。この傾向は，男女別の分析でも，

まったく同じであった。

各項目得点と，SHS 合計得点との相関分析で

は，第 1 問が r＝.85と最も高い相関を示し，第 2

問以下順に低下した（それぞれ， .84, .80,

－.76）。付加的な情報であるが，この結果から，

その必要性があって，ここで考えてきた主観的幸

福感を，もしも 1 項目でたずねるとすれば，第 1

問が最もふさわしいと考えられる。さらに，4 項

目のそれぞれの相関は，r＝.46～.77の間であり，

SHS を構成している各項目間の相関は高すぎる

わけではないといえる。

3. 再テスト信頼性

再テスト信頼性は 5 週間隔で行い，SHS の安

定性について検討した。SHS 合計得点につい

て，対象者全体では r＝.88，男性は r＝.81，女性

は r＝.87と非常に高い値を示していた。SHS の

各項目についてみてみると，第 1 問は，対象者全

体では r＝.65，男性は r＝.56，女性は r＝.68，第

2 問は，対象者全体では r＝.79，男性は r＝.78，

女性は r＝.79であった。第 3 問については，対象

者全体では r＝.78，男性は r＝.80，女性は r＝.78

であり，最後に第 4 問は，対象者全体では r

＝.68，男性は r＝.70，女性は r＝.67と，各項目

においても再テスト信頼性は高いと考えられた。

このように男女別にみても 5 週間隔における再現

性は高い値を示していることから，日本版 SHS

の再テスト信頼性が確認できたと考えられる。

4. 収束的妥当性

表 2 は，幸福状態に密接に関連する positive

health の質問項目において，平均値より高得点を

示した幸福群と，平均値以下の集団について，
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表２ 生活充実感の項目における高得点者とそれ

以外の集団の平均値と標準偏差

項 目 幸福群 対照群 t(df＝300)

精神的に豊かでゆとり
のある生活をしている

5.61
(0.99)

4.54
(0.98) 6.60***

これまでの生き方は納
得できる

5.40
(1.01)

4.49
(0.96) 6.83***

他人に対して誇りをも
てる

5.68
(1.00)

4.59
(0.99) 5.70***

今，幸福であると思う 5.57
(0.82)

4.41
(0.95) 9.38***

社会の役に立っている
と思う

5.28
(0.86)

4.55
(1.03) 5.69***

*** P＜.001

表３ GHQ の 4 下位得点と SHS との相関係数

（*** P＜.001, ** P＜.005，* P＜.01)

症 状 全体
(n＝302)

男性
(n＝136)

女性
(n＝166)

身体的症状 –.27*** –.23* –.32***
不安と不眠 –.32*** –.25** –.39***
社会的活動障害 –.37*** –.37*** –.40***
うつ傾向 –.51*** –.49*** –.53***

849第51巻 日本公衛誌 第10号平成16年10月15日

SHS 得点の平均を示したものである。表に示さ

れているように，すべての項目において，幸福群

は統計的に有意に高い SHS 得点を示している。

もちろん，ここでの第 4 問は文字通り幸福につい

てたずねた設問であるから，ここで示した結果

は，当然である。しかし，それ以外の設問は，

positive health を把握するために考えられたもの

であり，精神的にゆとりのある生活，自分のいき

方への満足感，自分への誇り，社会に貢献してい

るという自覚という内容である24)。したがって，

これらに高い自己評価をした集団において，ここ

でみられたように，その他の集団との比較におい

て，明確に高い値を示したことは，社会的にいき

いきと活動している人において，主観的幸福感が

高いという一般的予測に一致するものであると考

えられた。

これらの項目は，元の尺度では 1 因子になって

いるものであり，ここでも Cronbach の a 信頼性

係数は .77であったので，これらをまとめた充実

感得点について，SHS 得点との相関を検討した

ところ，統計的に有意な正の相関関係にあること

が示された（r＝.67, n＝301, P＜.001）。この結果

も，収束的妥当性を支持するものである。

5. 因子構造の確認

SHS は，先行研究の予備研究において，13項

目から 4 項目の選択が行われており，ここで用い

ている 4 項目では，1 因子構造であると考えられ

ている19)。そこで，今回のデータについて，1 因

子に限定した主因子法による因子分析を行ったと

ころ，全分散の66.5％が第 1 因子によって説明さ

れた。4 項目の因子負荷量は，第 1 問から順

に，.85, .85, .69, －.58と，1 因子に対して非常

に高い負荷量を示していた。また，第 1 因子の固

有値は2.66であり，第 2 因子の固有値は0.63と 1

以下であったので，先行研究に一致して，1 因子

解が適当であると考えられた。

なお，主因子法バリマックス回転による 2 因子

解の因子を求めたところ，相互に関連の強い，第

1，第 2 問からなる第 1 因子と，第 3，第 4 問か

らなる第 2 因子の解が求められた。これは，比較

的その時点の主観的な幸福の判断をたずねている

前半の 2 問と，幸福を感じやすい一般特性をたず

ねている後半の 2 問の差異を反映しているものと

考えられた。

6. 弁別的妥当性

ここでは，主観的幸福感とは表現的には直接的

な関係にはない傾向が，主観的幸福感得点とどの

ように関連しているのかを分析することにより，

主観的幸福感尺度の弁別的な妥当性の検討を試み

た。表 3 に，SHS 得点と，General Health Ques-

tionnaire (GHQ）の各症状得点との相関係数を示

している。

結果は，すべての心身症状について，SHS 得

点は有意な負の相関が示され，男女別にみても，

やや女性の方が高い相関値を示しているものの，

この傾向は同じである。SHS と特に強い負の相

関関係を示しているものは，うつ傾向であり，表

3 にあるように，女性がやや高い関連性を示して

いるものの，相関係数 r は，ほぼ－.50程度であ

る。

この症状は，人生に全く望みを失ったこと，死

んだ方がましと考えたことや，自殺しようと考え

たことなどの項目からなっており，主観的幸福感

の高い集団において，これらの症状を示す人は少

なく，主観的幸福感の低い集団ではうつ傾向を示

すことは理解しやすい。
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一方，日常生活を楽しく送ったり，生きがいを

感じたり，活動的であることができないという項

目群からなる，社会的活動障害症状は，うつ症状

に続いて高い値を示したが，生きがいなど，概念

的にはやや関連のある内容が含まれていることを

考えると，関連性は中程度であり，うつ傾向ほど

高い関連性を示さなかったことは，うつ傾向にお

ける関連性の特異性を示している可能性がある。

つぎに，SHS と自尊感情との関係から SHS 尺

度の弁別的妥当性について検討するため，自尊感

情尺度の合計得点と SHS 得点および SHS の各項

目について相関分析を行った。SHS 得点との関

係については，対象者全体では r＝.52 (P＜.001）

であり，性別にみると男性は r＝.44 (P＜.05），

女性は r＝.55 (P＜.001）であり，SHS 得点が高

い人は，自尊感情が高い傾向にあることが示され

た。SHS の各項目と自尊感情との関係でも，対

象者全体では，第 1 問は r＝.35 (P＜.01），第 2

問は r ＝ .40 ( P ＜ .001 ）， 第 3 問は r ＝ .42 ( P

＜.001）で，SHS 各項目得点が高いことが自尊

感情の高さと正の相関関係にあった。第 4 問は全

体では r＝－.56 (P＜.001）で，幸福感の低さと

自尊感情の高さは負の相関関係にあり，4 つの項

目のなかでは自尊感情との関連性はもっとも強か

った。

Ⅳ 考 察

本研究は，Lyumborsky and Lepper19)の開発し

た Subjective Happiness Scale の日本版を開発す

ることを目的として，バックトランスレーション

を含む日本語への翻訳を行い，その日本版 SHS

尺度の信頼性と妥当性を検討したものである。日

本版 SHS は，原著者によって内容が確認されて

おり，国際比較を行うことが可能な尺度であると

考えられる。そこで，先行研究におけるアメリカ

人大学生の幾つかの集団の SHS の平均値をみる

と，4.63から5.07と報告されており19)。本研究で

得られた日本版 SHS の平均値は，それらよりも

やや低い傾向にあったが，分散を考えるとそれほ

ど変わらない。一方，ロシア人の地域集団は，平

均は4.02と報告されており，これに比べると本集

団はやや高い値を示した。これらの比較について

は，わが国においても年齢集団を広げた，地域集

団などの調査を行うことで，さらに検討していく

ことが必要であると考えられる。

一方，信頼性については，先行研究のアメリカ

人大学生および幾つかの集団における内的一貫性

の結果では，Cronbach の a 信頼性係数は0.80か

ら0.94であり19)，これらと比較すると，ここで得

られた Cronbach の a 信頼性係数の値はわずかに

低い傾向にあったが，尺度としては十分に高い内

的一貫性のレベルにあることを示したと考えられ

る。再テスト信頼性については，5 週間隔におい

て相関係数が.864であり，先行研究においても 1

か月間隔で相関係数が0.85であることから，日本

版 SHS 尺度の再現性はかなり高いと判断するこ

とができる。

妥当性では，日本版 SHS は詳細な翻訳の過程

を経ており，内容としてはオリジナルの SHS と

同じ妥当性を有するものと考えられるが，posi-

tive health を示す幸福群において，日本版 SHS

が高い値を示したことは，これを，さらに補強す

るものである。さらに，現在の幸福感として，幸

せ，あるいは，幸せではないという回答の割合と

の関係性からも，日本版 SHS の妥当性が確認さ

れたと考えられる。因子構造の検討では，先行研

究と同様に，1 因子解が採用され，因子構造もオ

リジナルと同じ構造をもつことが確認された。自

尊感情との関係からは，SHS 得点の高さが自尊

感情の高さと関連していることが明らかにされ

た。また，うつ症状との負の関係が強く示された

ことは，幸福感の高い人における一般的な特徴と

一致しており，この尺度の弁別的妥当性を示唆し

た結果と考えられる。

このように，主観的幸福感の高い人が，うつ症

状と負の相関にあるのは，幸福感の一つの側面と

しての，positive な感情が影響しているという可

能性もある。Lyubomirsky and Tucker26)は，SHS

のなかの，より一般的傾向を強く反映する第 3，

第 4 問については，ムードと関連がある可能性を

言及している。しかし，もう一つの可能性として

は，幸福な集団では，より積極的なコーピングを

とるために，うつ状態になりにくい可能性があ

る。これに対して，うつの認知的情動的コーピン

グでは，その出来事を繰り返し思い浮かべて認知

的能力を損なう方向にあるのである。

今後の問題としては，先にも触れたが，オリジ

ナルの尺度の開発では，幅広い年齢層を含む地域
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集団を対象としていたのに対して，この研究で

は，大学生を対象としている点があげられる。本

研究において，尺度の一定の妥当性と信頼性が示

されたことで，今後は，地域や職域の協力を得る

ことが可能になると考えられるので，多くの年齢

層や社会層のデータで日本人の幸福感，および，

それに寄与する要因について多面的に検討するこ

とが課題であろう。

これに関連して，日本人における幸福感の低さ

に何が大きな要因となっているのかが重要であ

る。日本人が内向的で高不安・高神経症傾向であ

ることが，幸福感を低下させている可能性もある

が，最近の Frunham and Cheng27)の結果では，

日本人は，それほど高神経症傾向ではないとされ

ている。さらに，文化やそこでの自己の問題につ

いて議論があるが28,29)，このような研究を通じ

て，日本人の幸福感の特徴を明らかにし，そのこ

とから自殺を含めた健康との関連を理解すること

につなげることが期待される。

さらに，幸福感の研究は，困難に適応する能力

だけでなく，より積極的に，幸福になる能力は何

なのかということの理解につながるべきであ

る30) 。 こ の 意 味 で ， 2000 年 の American Psy-

chologist に特集があったように，心理学において，

negative な機能である，不安，うつなどだけでな

く positive な機能により注目して研究していくべ

きだというポジティブ心理学運動が提唱されてい

る。その中には，spirituality ないし宗教的信仰と

幸福31)といった，これまで日本の心理学では比較

的取りあげられてこなかった内容もあるが，はじ

めに紹介した健康日本21における，人生の意味を

考える人間的健康を実現していくためには，これ

も重要な内容であると考えられる。そのような研

究のためのツールのひとつとして，ここで検討し

た日本版 SHS が用いられることを期待している。

本研究は，部分的に2002年度神戸女学院大学研究所

総合研究助成「Positive emotion をめぐる多面的研究」

による援助を受けた。

（
受付 2003. 6.19
採用 2004. 5.19）
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DEVELOPMENT OF A JAPANESE VERSION OF THE SUBJECTIVE
HAPPINESS SCALE (SHS), AND EXAMINATION OF ITS VALIDITY

AND RELIABILITY

Satoshi SHIMAI*, Keiko OTAKE2*, Narisuke UTSUKI3*,
Akira IKEMI*, and Sonja LYUBOMIRSKY4*

Key words：Japanese Subjective Happiness Scale (SHS), test-retest reliability, convergent validity, dis-
criminant validity

Objectives The purpose of the present study was to develop a Japanese version of the Subjective Happi-
ness Scale (SHS) and to examine its validity and reliability.

Methods The four items of the English SHS were translated into Japanese. These Japanese items were
back-translated into English, and veriˆed by one of the developers of the original SHS. The par-
ticipants were 364 Japanese undergraduate students (158 males and 206 females). They were
asked to answer the questionnaire including the Japanese SHS, ˆve items concerning positive
health and self-esteem, and the Japanese General Health Questionnaire (GHQ). The stability of
the Japanese SHS was examined over a ˆve-week time period.

Results It was shown that the Japanese SHS was highly internal consistent with alphas of .80 for males
and .84 for females. As for the test-rest reliability, a high correlation (r＝.86) was found after
ˆve-week. One factor structure and factor loadings emerged clearly from factor analysis. The
scores of the Japanese SHS correlated positively with positive health and self-esteem. Further-
more, they were signiˆcantly greater in the healthy group than in the unhealthy one, from the
GHQ scores, especially for depression.

Conclusions These ˆndings suggest that the Japanese version of SHS has internal consistency, test-retest
reliability, convergent validity, and discriminant validity.
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